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全学ニュース

第3回Listプラットフォームシンポジウムをドイツにて開催

　総合イノベーション創発機構化学反
応創成研究拠点（WPI-ICReDD、以下
「ICReDD」という。）、Listサステナブ
ルDX触媒連携研究プラットフォーム
（Listプラットフォーム）、及びドイツ 
マックス・プランク石炭研究所は7月30
日（水）・31日（木）の2日間、マック
ス・プランク石炭研究所にて、第3回
Listプラットフォームシンポジウムを
開催しました。
　「Listプラットフォーム」は、ICReDD
のベンジャミン・リスト特任教授／ユ
ニバーシティプロフェッサーを中心と
し、令和5年4月より始動した共同研究
プロジェクトです。計算科学やロボッ
ト・機械学習・人工知能などのDX技
術との融合により、環境負荷やSDGs
に配慮した次世代有機触媒（サステナ
ブルDX触媒）の開発を飛躍的に進展
させるとともに、その関連分野を連携
研究として拡張・加速させることで、

次世代有機触媒開発における世界的研
究拠点としての地位確立を目指します。
　当シンポジウムは第1回、第2回を札
幌キャンパスICReDDホールにて開催
しましたが、今年度はリスト特任教授
の原籍機関であるマックス・プランク
石炭研究所の協力を得て、ドイツの
ミュールハイム・アン・デア・ルール
市での開催となりました。
　シンポジウム開会にあたり、マック
ス・プランク石炭研究所のディレクタ
ー統括であるフランク・ネーゼ教授、
続いてICReDD拠点長の前田　理教
授、並びにリスト特任教授の3名によ
る挨拶があり、初日には5名、2日目は
6名の国内外の研究者による講演が行
われました。また、初日のポスターセ
ッションでは23名の若手研究者が発表
を行い、活発な意見交換により会場は
大きな賑わいを見せていました。参加
者は、本学及び国内関係機関、マック

ス・プランク石炭研究所のほか、ミュ
ールハイム周辺都市の研究機関から、
2日間で合わせて延べ213名となり、
Listプラットフォームが掲げる次世代
触媒開発への関心の高さがうかがえま
した。
　シンポジウム2日目には寳金清博総
長も参加され、寳金総長からの閉会の
挨拶をもってシンポジウムは盛会のう
ちに終了となりました。
　ICReDD及びListプラットフォーム
では今後もこのようなシンポジウムや
講演会などの開催を通じて、拠点にお
ける研究を世界へ発信するとともに、
様々な分野の研究者との融合研究を展
開し、次世代を見据えた世界的研究拠
点としての地位確立を目指していき
ます。

（総合イノベーション創発機構
化学反応創成研究拠点）

寳金総長の挨拶 シンポジウム参加者（2日目）

Listプラットフォーム 第3回シンポジウム講演者・座長一覧（講演順）：

ベンジャミン・リスト特任教授（ICReDD／マックス・プランク石炭研究所）、Stefan Huber教授（ルール大学ボーフム）、
Stefan Matile教授（ジュネーヴ大学）、寺田眞浩教授（東北大学）、Paolo Melchiorre教授（ボローニャ大学）、
Fernanda Duarte准教授（オックスフォード大学）、前田　理教授（ICReDD）、
Anat Milo准教授（ネゲヴ・ベン＝グリオン大学、オンライン参加）、伊藤　肇教授（ICReDD）、
大井貴史教授（名古屋大学）、Claudia Felser教授（マックス・プランク固体化学物理学研究所）、
座長：辻　信弥特任准教授（ICReDD）、清水洋平准教授（理学研究院）、浦口大輔教授（触媒科学研究所）

免疫ふしぎ未来2025に初出展

　総合イノベーション創発機構ワクチ
ン研究開発拠点は、7月27日（日）、東
京お台場にある日本科学未来館で開催
された「免疫ふしぎ未来2025」に初め
て出展しました。
　本イベントは、日本免疫学会が主催
し、文部科学省が後援する、“「聞」
こう！「話」そう！！やって「見」よ
う！！！”をキャッチフレーズに、子ども
から大人まで幅広い世代が免疫の仕組
みや最新研究を楽しく学べる体験型の
科学イベントです。難しく感じられが
ちな「免疫」を、身近で興味深いテー
マとして紹介し、科学や健康への関心
を高めることを目的としています。当
日は約1,600名が来場しました。
　今回の出展は、国立研究開発法人日
本医療研究開発機構（AMED）先進的
研究開発戦略センター（SCARDA）が
推進する「ワクチン開発のための世界
トップレベル研究開発拠点の形成事
業」におけるアウトリーチ活動の一環
として実施されました。同事業に参画

する5つの拠点機関（北海道大学、東
京大学、千葉大学、大阪大学、長崎大
学）がそれぞれブースを構え、模型な
どを使いながら、研究テーマを子ども
向けにわかりやすく解説しました。
　会場内には、顕微鏡観察や実験体
験、模型やゲームを使った免疫の仕組
み紹介コーナーなど、参加者が手を動
かして学べる多彩な企画が並びまし
た。また、第一線で活躍する免疫学者
によるトークセッションでは、本拠点
の兼務教員である前仲勝実教授（薬学
研究院）が「抗体がウイルス感染を防
ぐ様子を見る」と題し、新型コロナウ
イルスを例に、ウイルスと抗体の“戦
い”をどのように観察し、薬やワクチ
ン開発に役立てるかを紹介しました。
さらに、医療関係者が直接説明を行
い、来場者の質問に答える場も設けら
れました。その他、子ども向け科学工
作教室や、遺伝子病制御研究所の髙岡
晃教教授が主宰する児童向け寸劇「免
疫戦隊まもるんジャー」を開催し、研

究者がT細胞やB細胞、マクロファー
ジなどに扮し、楽しく免疫の仕組みを
伝えました。
　本拠点のブースには多数の来場者が
訪れ、子どもの視点からワクチンにつ
いて考える貴重な機会を提供できまし
た。イベント後の来場者アンケートで
は、約98％が「免疫への関心が高まっ
た」と回答がありました。情報発信・
情報収集の両面で非常に有意義な場と
なり、次世代への科学啓発にもつなが
りました。
　初出展となった今回は手探りの部分
もありましたが、得られた経験を活か
し、来年度も継続出展を予定していま
す。今後も若い世代へのワクチンの重
要性の発信や、若手人材育成の推進、
社会との交流を一層深めてまいります。

（総合イノベーション創発機構
ワクチン研究開発拠点）

ワクチン研究開発拠点ブースとインフルエンザ
ウイルスの模型を被った職員

トークセッションで講演された前仲教授（中央）と
ワクチン研究開発拠点事務室　猫塚和美室長（右側）

児童向け寸劇「免疫戦隊まもるんジャー」




